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会社概要 1

名称 明治安田生命保険相互会社

創業
1881年（明治14年）7月9日
2004年1月に、明治生命と安田生命が合併し誕生

ご契約者数
6,065,718名
(2025年3月末現在)

営業拠点数
支社・マーケット開発部105、営業部・営業所等1,026、法人部19
(2025年4月1日現在)

従業員数
47,787人(うち営業職員「ＭＹリンクコーディネーター等」36,664人)
(2025年3月末現在)



明治安田フィロソフィー（基本理念） 2

お客さまに「確かな安心を、いつまでも」をお届けすることを使命に、
お客さま・地域社会・未来世代・働く仲間との絆を大切に「人に一番やさしい生命保険会社をめざす



MY Mutual Way Ⅱ期 「生命保険会社の役割を超える」 3

明治安田としての役割を拡大し、地域活性化・
地域のみなさまの健康増進に貢献

これまで これから

保障とアフターフォロー
の提供

ヘルスケア・QOL向上
への貢献

地域の活性化

生命保険
会社の役割

届ける価値を
拡げる

価値を届ける
場を拡げる

２「大」プロジェクト２「大」プロジェクト



２「大」プロジェクトの取組み 4

みんなの健活

プロジェクト

地元の元気

プロジェクト

健康増進型商品・サービスや
運動機会の提供等を通じ、

お客さまの健康増進を
サポート

地域と連携した取組みや
スポーツ応援等を通じ、

地域のみなさまの交流機会を
サポート

「ひとに健康を、まちに元気を。」の実現に向けて2「大」プロジェクトを展開中



自治体を中心とした協働取組みを展開

自治体さま・各種公共セクターさまとの協働を通じ、
さまざまな社会課題解決に向けた取組みを展開

5

公民館道の駅Jリーグ 祭事
協会
けんぽ

赤十字

提携・連携・助成

社会的価値
地域活性化

地域住民の健康増進

経済的価値

営業成果

地域での
プレゼンス向上

活動効果

創客【知り合う】
＝新たな接点確保

協働取組みの展開

Jリーグ
ウォーキング

MY
定期講座

健康
チェック

健康経営
セミナー

がん検診
受診勧奨

等々

自治体
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自治体との連携協定締結状況

2025年3月31日時点で、1,078の自治体さまと連携協定を締結
（市区町村1,034、都道府県44）

7

1,078
90.4

約1億1,409万人

1,034市区町村・44都道府県（2024年3月末時点）

（2021年4月～2024年3月累計）

1,901

735

18,438



患者を非医療サービス（地域資源：サークルやケアサービス）にむすびつけ、
健康やQOLを回復させようとする社会的仕組み
イギリスではじまり、世界中に広がりつつある

行政サービス案内活動の展開趣旨・背景
8

医療機関
（家庭医*）

患者 リンクワーカー

WHOによるツールキット
（2022年5月公表）

②紹介①受診

③地域資源の紹介

イギリスのモデル

*英国独自の医療制度

社会的処方（Social prescribing）

社会的処方×明治安田＝「新たな社会的価値の創造」をめざす



自治体さまの課題認識

「実施している行政サービス等の情報が地域のみなさまに十分に届いていない」
という自治体さまの課題認識

9

自治体さま

サークル
教室

子育て
支援

健診
セミナー

さまざまな行政サービスや
地域資源、公的支援機関

行政サービス案内の
確認・利用

必要な人に
情報が伝わっていない

潜在的なニーズ

健康づくり

介護予防

子育て

地域のみなさま



明治安田が地域のみなさまに情報をお届け

自治体さまの課題をふまえ、明治安田の営業職員（MYリンクコーディネーター）が
地域のみなさまに行政サービスを案内

10

①地域資源情報の
提供

②訪問
(ｱｳﾄﾘｰﾁ)

③地域資源の利用・参加

ニーズに合わせた行政サービスの紹介

MYリンク
コーディネーター

自治体さま 地域のみなさま

2024年度実績 約 3,800,000 回案内数



消費者庁長官賞を受賞

当社行政サービス案内活動が、「自治体の地域課題の把握」や「新たなサービスの
提供のきっかけとなる取組み」として、「消費者庁長官表彰」を受賞
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営業職員が「自治体の地域課題の把握」や「新たなサービスの提供のきっかけとなる取組み」と
して、「行政サービス案内」を実施している。また、聴取した生活課題や行政サービスへの意見
を自治体へ レポートとして提供し、自治体の地域課題の把握や新たなサービスの検討の
きっかけとなるなど、地域住民の声を届ける活動を行い、地域住民と地域の資源やコミュニ
ティをつなげて地域課題の解決に寄与している

当社の取組みに対する評価（消費者庁公表内容）

消費者庁が２０１８年度から実施しているもので、
消費者志向経営に関する優れた取組みを行なう
事業者を表彰することで広く周知啓発し、消費者
志向経営の推進を図ることを目的とした制度

「消費者志向経営優良事例表彰」とは



自治体との協働取組み

連携協定締結のもと、自治体とともに協働取組みを通じて
社会課題の解決に取り組み

12

2024年度実績 実施数 約 14,854 回
地域別での取組み実績

北海道
856回

東北
1,701回

関東
4,282回

中部
2,162回

近畿
1,837回四国

694回
九州・沖縄
1,236回

中国
1,105回

北陸・信越
981回

▼埼玉県滑川町保健センターと協働での健康チェックイベント

▼埼玉県× 企業・団体× 明治安田３者協働こども食堂支援
（フードドライブ）



地域固有の課題解決に向けた取組み

当社、自治体、企業との協業により、個別の地域課題の解決に取り組み
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こどもたちの地元愛の醸成～こどもシゴト博～

地元企業やＪクラブ等と参加型ワークショップを実施。
小学生が地元の「仕事」に触れ、地元愛を感じる機会
を創出。若者の県外流出やそれに伴う人口減少という
地域課題に取り組み

地元Ｊクラブと協働した地域活性化

地域住民向けの健康増進イベントの共同開催や
Ｊクラブの関連施設の整備を通じた地域のにぎわいの
創出等、Ｊクラブと協働し、地域活性化に取り組み

自治体の婚活支援サービスの充実化

自治体独自の婚活支援サービスの登録者の増加に
取り組むほか、マッチングイベントやライフプランセミナー等
の開催を通じ、晩婚化や未婚率上昇、出生数減少等
の地域課題解決に取り組み



自治体さまとの実績報告会でのフィードバック

年2回の「実績報告会」（9-10月、2-3月）にて、地域のみなさまの声を
自治体さまにフィードバック

14

実績報告会

実施概要

・協働取組みの実施状況を共有

・地域のみなさまからの声をフィードバック（行政サービス案内状況等）

・地域課題解決に向けた今後の取組みを協議



満足

70.9%

やや満足

21.7%

ふつう 6.1%

やや不満

0.2%

無回答

1.1%

自治体満足度調査

行政サービス案内活動をはじめとした、さまざまな協働取組みの結果、
2024年度の総合満足度は92.6％

15

＜自治体さまからの声＞

・幅広く取組みを実施いただき、感謝申し
あげる。次年度は地域活力創生事業を
展開するので、ぜひ明治安田にも協力を
お願いしたい

・行政サービス案内の結果は、住民の生の
声や関心のあるサービスが確認できるた
め、大変参考になる。役所内でも共有の
うえ、住民サービスの向上に役立てていき
たい

総合満足度 92.6％



Ｊクラブとの協働イベント 16

Jクラブ等と協働イベント
2024年度実績 約 120万 回案内数

Ｊクラブ等が使用するサッカースタジアムで「地元のＪクラブ選手」等
からサッカーの楽しさを教わることができる小学生向けのサッカー教室

小学生向けサッカー教室

地域住民が「地元のＪクラブ選手」等と楽しみながら一緒に歩くことで、
健康づくりを応援するウォーキングプロジェクト

明治安田Ｊリーグウォーキング

※2018～2024年度実績

※2015～2024年度実績

累計開催回数 1,694回 累計参加人数 11.8万人

累計開催回数 515回 累計参加人数 12.6万人

パートナー11周年となるＪクラブ等と協働で
地域住民の健康増進に寄与するイベントを開催



サッカー教室やＪリーグウォーキングをはじめとした、さまざまな協働取組みの結果、
2024年度の総合満足度は97.5％

17Ｊクラブ満足度調査

＜Ｊクラブからの声＞

・営業先で明治安田の招待企画で参加し
たのが応援のきっかけというファンの声を
複数もらっている

・他のパートナー企業さまと比較しても年
間を通して多くのイベントを協働実施い
ただいており、クラブとしての価値も向上
できていると感じる。今後も地域への貢
献活動をご一緒したい

総合満足度 97.5％

満足
82.9％

やや満足
14.6％

無回答1.3％やや不満1.2％



健康経営認定支援

協会けんぽ各支部とともに、企業・団体の「健康経営®」の認定を支援

18

2024年度実績 10,147 企業
健康経営

認定支援サービス
導入企業数

「明治安田 健康経営認定支援サービス」は、

「健康経営優良法人」の認定取得までの

さまざまな取組みをお手伝い

「経営者」を
サポート

「健康づくり
担当者」を
サポート

「従業員」を
サポート

健康宣言の発信や目標設定等、
健康経営®を始めるうえで土台となる取組みについて

実践的にフォロー

従業員の健康保持・増進の取組みを促進する担当者を

継続的にバックアップ

健康相談や健康管理の実践に役立つ

さまざまなコンテンツ・情報を提供



道の駅・祭事

地域のみなさまの心身の健康保持・増進
持続可能な社会の実現等にむけた取組みを展開

19

※実績はすべて2024年4月～2025年3月までの累計

▼阿波踊りに参加する様子

祭事

助成240祭事 ブース出展512回

祭事への支援・参加

▼道の駅での健康増進イベント

道の駅

458 駅 478 回

道の駅の健康増進イベント

『あらゆる世代が活躍する舞台となる地域センター』の

実現に向け、道の駅が実施する「子育て/生涯学習

/SDGs」に資するイベント等に対し、明治安田が

活動費や人的支援等を実施

人が集い、地元がつながるお祭りは、地元が元気になる

うえで必要不可欠。地元のみなさんが受け継いできた

お祭りを支援するため協賛金の寄贈にとどまらず、

運営ボランティア等、一緒に汗を流してお祭りを盛り上げ

地元のお祭り地元のお祭り



地元の元気「公民館」プロジェクトの展開



地元の元気「公民館」プロジェクト概要

公益社団法人全国公民館連合会と「地域コミュニティの持続的な発展」をテーマとした活動
「地元の『公民館』元気プロジェクト」を共同で推進。公民館・民間企業等との幅広い連携・協働

21



MY定期講座

公民館等が行なう地域住民向けの定期講座等を明治安田がサポート

22

座学セミナー1 体験型コンテンツ2 地域資源の活用3  コミュニティ活動支援4

以下①～④を基本フレームとした
「地域が元気になる」 「公民館ならでは」のMY定期講座を提供

自治体の周知･予防事

項をフォローアップする趣

旨で、地域住民が主体

的に学習できるわかりやす

いコンテンツを提供

健康
増進

介護
認知症

子育て

座学だけでなく、地域住

民が参加してみたくなる体

験型コンテンツを提供し、

継続的な活動を支援

地域住民の健康・暮らし

に関わる不安の解消や

QOLの向上を目的に、

各地域の行政サービス情

報等の紹介・提供を組み

込み

参加者の課題改善・関係

構築や、講座後の継続的

な活動支援を目的に、懇

親会の設定や各種サーク

ル活動の支援メニューを

組み込み

⚫  地域社会の課題解決や地域住民のQOL向上に資する講座テーマを設定

⚫  地域住民が「楽しく学び」、体験活動を通じて「自分ごと化」できるコンテンツを組み込み

⚫  各地域の行政サービス情報等の紹介・提供に加えて、地域でのコミュニティ活動・社会参画
を継続支援

コンセプト概要



取組実績

全国の公民館等の施設でMY定期講座を開催

23

健康 睡眠 認知症 フレイル

介護 相続 子育て
口腔
ケア

主な講座テーマ

MY定期講座
開催数

2024年度（2024年4月－2025年3月）実績

2,054館 3,117講座



MY定期講座ラインアップ（当社職員による講座）

当社職員を講師とした講座を計8講座ラインアップ

24

テーマ 通番 講座名 対象 構成 講座時間

1 「睡眠」と「健康」の知恵袋講座 すべての年齢層 1回 約60～70分／各回

2 女性のための「健康づくり応援」講座 女性・すべての年齢層 1回 約50～60分／各回

3 知って備える！もしものときの「がん」講座 すべての年齢層 1回 約60～70分

4 親子で学ぶ「お金」のキホン講座 親と子、または親のみ 1回 約60分

5 楽しく学ぶ！認知症予防講座 シニア 3回 約60～70分／各回

6 あなたは大丈夫？フレイル予防講座 シニア 2回 約60～70分／各回

7 初心者向け「資産形成」講座
20～50歳代の資産形成
を始めたいと考えている方

2回 約60分

8 わたしと家族の「そうぞく」講座 シニア ３回 約60～70分／各回

健康増進

介護
・

認知症

相続
・

その他

子育て



MY定期講座ラインアップ（民間企業等を講師とした講座）

民間企業等を講師とした講座を計6講座ラインアップ

25

テーマ 通番 講座名 講座内容 担当企業等 派遣地区

1 脳を活性化！大人の塗り絵講座
塗り絵の基礎知識や塗り方のコツを実践
を通して学ぶ講座

(株)河出書房新社
東名阪
＋九州

2
おくちの健康からはじめる からだ元気
アップセミナー

科学的根拠に基づいた「健康長寿のため
の口腔衛生の重要性」について解説する
講座

明治安田
健康開発財団

全国

3
基礎から学ぶ！
「健康マージャン」講座

マージャン初心者を主な対象とし、実際
にマージャンをしながら、基本的なルール
等を学ぶ講座

日本健康麻将
協会

全国

4
レクリエーション講座
～親子でおもしろスポーツ体験～

親子でスポーツ・レクリエーション種目を体
験

日本レクリエーション協会 全国

5 親子で楽しむ “おくち”実験室！
「歯」と「おくち」のはたらき、食べること・飲
みこむことの大切さについて学ぶ講座

明治安田
健康開発財団

全国

6 プロ棋士から学ぶ！親子囲碁教室
囲碁初心者のお子さまを対象とし、石取
りゲーム、親子での対局を通じてルール等
を学ぶ講座

日本棋院 全国

健康
増進

子育て



金融・保険教育の展開



子どもたちを取り巻く環境と生命保険会社にできること

子どもたちの豊かな人生と持続可能な福祉社会に向けて貢献

27

「人生100年時代」に明治安田が子どもたちにできること

健康づくり

100歳まで自分らしく生きるための
「健康づくり」の機会を提供します。

小学生向けサッカー教室

正しいお金の使い方

100歳まで自分らしく生きるための
「お金の知識」を知る機会を提供します。

金融・保険教育

対応するSDGsの項目

「人生100年時代」

少子高齢化が加速するなか、日本の平均寿命は男性が81.09歳、女性が87.13歳まで延伸 (※)

これからを生きる子どもたちは、自身が100歳まで生きることを想定して、貯金や保険を活用した自助の

備えに関する知識が必要になります。 (※)厚生労働省「令和六年簡易生命表」より



金融・保険教育の汎用教材

金融・保険教育で使用するテキストは２種類
いずれも当社オリジナル教材で、小学校用・中学校用・高校用を用意

28

【MY LIFE！】

「人生100年時代の『自助』」をテーマに、「お
金」と「保険」について、クイズなどを交えながら
わかりやすく説明。講義形式のテキスト

【みんなで考えるお金と保険の話】

家庭科や社会科，特別活動等の学習指導
要領に対応した、「契約」「お金の使い方」「計
画的な金銭管理」等のテーマで構成。対話形
式のテキスト

文部科学省が推進する教育ＤＸの実現をめざして開発された
デジタル教科書ポータル「EduHub®」に創設初年度から掲載
文部科学省が推進する教育ＤＸの実現をめざして開発された
デジタル教科書ポータル「EduHub®」に創設初年度から掲載



金融・保険教育の内容

高校生、中学生、小学生を対象に、「人生100年時代の『自助』」をテーマに、
「お金」と「保険」について、クイズなどを交えながらわかりやすく説明

29

1
人生100年時代の「リスク」について

長い人生のなかで待ち受ける「リスク」を知ることで、
なぜ自助の備えが必要なのか学びます

2
「保険」の仕組みについて

リスクに備える一つの方法として、相互扶助の制度である
「保険」の仕組みを学びます。
身近に感じられるよう、クイズやシミュレーションを用いながら解説します

3 「お金」の運用について

貯蓄だけではなく、「投資」の考え方を学びます



金融・保険教育の内容

高校生、中学生、小学生を対象に、「人生100年時代の『自助』」をテーマに、
「お金」と「保険」について、クイズなどを交えながらわかりやすく説明

30



金融・保険教育の実績・内容 31

13 33 

859 

1,341 

2,629 

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

実績推移

推進体制

お客さまとの絆 地域社会との絆 未来世代との絆 働く仲間との絆

「未来世代応援活動」による推進「未来世代応援活動」による推進

Kizuna運動による推進Kizuna運動による推進

各組織単位で展開する全役職員参画のボトムアップ型小集団活動。「明治安田フィロソフィー」等
を意識・行動の羅針盤として、日々の業務に「４つの絆」を深める価値創出（意味付け）に向け

全役職員が主体性をもって、具体的な行動の形で顕そうと取り組む「全社運動」

2020年度から金融・保険教育の開催に取組み。
全社・全役職員をあげた推進により、5年間累計のべ4,875校で開催



金融・保険教育 特徴的な事例 ①岐阜支社での取組み

岐阜県内の小学校へ校内放送を活用した金融教育を実施
岐阜県内の未来の子供たちに向けたメッセージを電波を活用して発信

32

[タイトル] おしえてぎふチャンラジオ! キッズアカデミー

[開催期間] 2025年上期(4月~9月)

[開催地域] 岐阜市・大垣市・山県市・瑞穂市・本巣市・羽島郡二町・揖斐川町
・大野町他県内の応募小学校

[開催日時] 毎週金曜 昼 12:40-(15分間)

[協働事業] 岐阜県教育委育会・ぎふチャン(岐阜放送)・イオンリテール東海カンパニー
・CCN・JA全農岐阜・十六銀行・モレラ岐阜・岐阜バス・岐阜ハートセンター
・NEXCO中日本・明治安田



こどもむけ会社見学会にあわせて、金融・保険教育を実施
座学だけではなく、擬似通貨使った「体験」を通じた教育を実施

33

高学年
お金の準備について学ぶ

（働くと投資）

未就学児 お金の計画的な使い方を学ぶ

縁日終了後、擬似通貨でお給
料を支給。お給料で、お菓子を
購入。「働いて稼ぐ」ことを学ぶ

店員役として、呼び込み・通貨
交換等の「おしごと」を実施

縁日開始前に、擬似通貨で
お小遣いを支給。
お客さん役として、お小遣いを
計画的に使いながら、満喫

座学 体験 学び
金融保険教育 縁日 お菓子交換

縁日終了後、お小遣いの残り
を使って、お菓子を購入
「計画的なお金の使い方」を
学ぶ

実際の様子

▼クイズを交えて、お金・保険を勉強
▼店員役の高学年と縁日を

楽しむ未就学児
▼稼いだお金と余らせたお金で
お菓子を交換し喜ぶこども

金融・保険教育 特徴的な事例 ②本社での取組み

高学年
（女の子）

参加者の声

お店屋さんで働いたお金をもらってお菓子が買えたことが楽しかった

金融保険教育から、一歩踏み込んで小学生が店側、未就学児が客側と
交流できるようになっていた点がよかった

低・高学年
保護者



学校等における教育支援として、ＳＤＧｓ教育ゲーム
「明治安田のハッピータウンメーカー」を開発

34金融・保険教育以外の出張授業について

「第19回キッズデザイン賞」を受賞「第19回キッズデザイン賞」を受賞 多様なステークホルダーとともに子どもの未来が持続的で明るいものであるように
「子どもたちが安全に、そして安心して暮らす」「子どもたちが感性や創造性豊か
に育つ」「子どもを産み育てやすい社会をつくる」という目的を満たす、製品
・サービス・空間・活動・研究の中から、子どもや子育てに関わる社会課題解決
に取り組む優れた作品を顕彰する制度

主催：特定非営利活動法人キッズデザイン協議会 



明治安田の健康増進アクション



明治安田の健康増進アクション 36



明治安田の健康増進アクション 37



明治安田の健康増進アクション 38



健康マージャン

認知機能の向上等に効果があるとされる
健康マージャンイベントを開催

39

健康マ ージャンに期待され る効果健康マ ージャンに期待され る効果

フレイル予防 認知症予防 高齢者の社会参加 多世代間交流 地域コミュニティの活性化



健康マージャン 40

イベントの様子 お客さま・自治体担当者さまの声

健康マージャンは、地域住民
の健康と福祉を支える地域
づくりに効果的。これからも市
として後援したい

後援自治体
（川口市）

募集開始から1週間も立たず
に定員80名の枠が埋まり、
地域住民の健康マージャンに
対する関心の高さが伺えた

後援自治体
（入間市）

全くの初心者だったが、会場の
雰囲気が良く、満席で盛り
上がっており、参加しやすく、
楽しく教えてもらえた 参加者

認知症予防のためにも良いし、
知らない方と卓を囲みながら楽
しくコミュニケーションが取れて
交流が広がった 参加者

2024年度
開催実績 144回 約5,000人参加者数開催数



認知症の発症予防効果が高いとされる塗り絵を活用した
「明治安田大人の塗り絵コンクール」を展開

41大人の塗り絵コンクール

「塗り絵」の効能



大人の塗り絵コンクール 42

2024年度
開催実績 255,540 点応募作品



QOL健診

楽しく短時間で全身の健康状態を知ることができ、健康改善のきっかけとなる
「ＱＯＬ健診」の開催を通じて、お客さまや地域社会の皆さまの健康づくりを後押し 

43



健康チェック機器 44



健康チェック機器 45



社会教育との連携にあたっての視点



社会教育との連携にあたっての視点 47

認定制度の創設認定制度の創設

背景
• 予測困難な社会やビジネス環境＝“VUCAの時代”

• 持続可能な経営が必要不可欠。生き残るために・選ばれるために、社会的価値と経済的価値
の両立の必要性＝“CSV経営”

社会教育をはじめとした社会貢献に取り組む意欲と必要性はあるため
民間企業側がメリットを感じる仕組み・環境の整備の後押しを期待

企業の協業促進企業の協業促進

ステークホルダーがWin-Winになる仕組みづくりを。“ボランティア”では続かないステークホルダーがWin-Winになる仕組みづくりを。“ボランティア”では続かない

自治体参画の見える化自治体参画の見える化

− 国や自治体の主導のもと、地元企業を含む企業同士の協業による社会教育を実施

− 企業がそれぞれもつ、ネットワークや技術・ノウハウを活用することで、新たな機会やネットワークの構築
クオリティの高い社会貢献が可能

− 国から自治体への働きかけにより、自治体の後援や協賛を対外的に示せる環境を整備することで
民間企業は、積極的な社会教育活動が可能

− 認定を受けた企業は、社会的責任を果たしていることを示す証として、ブランドイメージの向上等に活用可能

民間企業との連携の視点
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